
高い技術力官民で海外展開
挑戦２０１４世界市場に照準

イ
ン
フ
ラ
輸
出
　
　

農
工
連
携

海
洋
開
発

発
電
所
・
新
幹
線
で
攻
勢

安
倍
首
相
は
イ
ン
ド
を
訪
問
し
、
シ
ン
首
相
と
高
速
鉄

道
計
画
の
支
援
な
ど
経
済
協
力
を
約
束
し
た

日

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ

ＦＰＳＯは今後数年で 隻以上の需要が
見込まれる 三井造船が建造したＦＰＳＯ

計画立案から一貫対応

工業手法で即時供給

　
２
０
２
０
年
に
市
場
規
模

が
現
在
の
２
倍
に
膨
れ
あ
が

り
、
世
界
で

兆
円

造
船

含
む

を
超
え
る
と
も
言
わ

れ
る
海
洋
開
発
関
連
市
場
。

現
状
、
動
き
が
活
発
な
の
は

海
底
油
田
や
ガ
ス
田
を
開
発

す
る
た
め
の
海
洋
構
造
物
で

あ
る
浮
体
式
海
洋
石
油
・
ガ

ス
生
産
貯
蔵
積
出
設
備

Ｆ

Ｐ
Ｓ
Ｏ

や
ド
リ
ル
シ
ッ
プ

掘
削
船

な
ど
だ
。

　
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
は
今
後
数
年
で

１
０
０
隻
以
上
の
需
要
が
見

込
ま
れ
、
プ
ラ
ン
ト
部
は
日

揮
や
東
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
な
ど
日
本
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
会
社
が
強
い
。
英
エ

ク
ソ
ダ
ス
を
買
収
し
た
千
代

田
化
工
建
設
は
「
大
水
深
で

の
資
源
開
発
の
計
画
立
案
か

ら
Ｅ
Ｐ
Ｃ

設
計
・
調
達
・

建
設

ま
で
ト
ー
タ
ル
に
対

応
で
き
る
」

渋
谷
省
吾
社

長

。
総
合
商
社
や
船
会
社

も
積
極
的
に
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
な
ど

の
船
隊
整
備
を
進
め
る
。

　

年

月
に
海
洋
事
業
推

進
部
を
設
置
し
た
三
井
造

船
。
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

な
ど
「
将
来

わ
が
国
の

排
他
的
経
済
水
域
で
の
海
底

資
源
開
発
を
想
定
し
て
い

る
」

田
中
孝
雄
社
長

。

子
会
社
の
三
井
海
洋
開
発

モ
デ
ッ
ク

は
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
用

で
世
界
シ
ェ
ア
２
位
。
モ
デ

ッ
ク
と
連
携
し
て
新
造
Ｆ
Ｐ

Ｓ
Ｏ
船
体
部
開
発
・
製
造
に

も
乗
り
出
し
、
韓
国
造
船
所

に
対
抗
す
る
。

　
Ｉ
Ｈ
Ｉ
に
は
液
化
天
然
ガ

ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

を
貯
蔵
す
る

独
自
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
自

立
角
型
液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ

Ｎ
Ｇ

タ
ン
ク
「
Ｉ
Ｈ
Ｉ
―

Ｓ
Ｐ
Ｂ
」
に
多
く
の
引
き
合

い
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
タ

ン
ク
内
の
液
揺
れ

ス
ロ
ッ

シ
ン
グ

に
強
い
な
ど
の
長

所
を
持
つ
。
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス

革
命
に
伴
う
Ｌ
Ｎ
Ｇ
運
搬
船

需
要
の
拡
大
や
浮
体
式
液
化

天
然
ガ
ス
設
備

Ｆ
Ｌ
Ｎ

Ｇ

向
け
が
中

心
で
、
愛
知
工

場

愛
知
県
知

多
市

に
は
自

動
溶
接
ラ
イ
ン

が
整
備
済
み
。

た
だ
今
後
も

「
受
注
確
定
し

た
時
点
で
設
備

投
資
が
必
要
に

な
る
は
ず
だ
」

斎
藤
保
Ｉ
Ｈ

Ｉ
社
長

と
し

競
争
力
を
確
保

す
る
。

　
三
菱
重
工
業

や
川
崎
重
工

業
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
な

ど
は
ブ
ラ
ジ
ル

国
営
石
油
会
社

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス

に
よ
る
海
底
油

田
開
発
向
け
の

海
洋
構
造
物
需
要
を
に
ら

み
、
ブ
ラ
ジ
ル
造
船
会
社
に

出
資
し
た
。
川
崎
重
工
は
海

洋
事
業
強
化
に
向
け
て
「
制

御
シ
ス
テ
ム
や
艤
装
な
ど
に

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
シ
フ
ト
す

る
」

村
山
滋
川
崎
重
工
社

長

方
針
だ
。

　
海
洋
開
発
は
多
岐
に
わ
た

り
、
洋
上
風
力
発
電
や
海
流

発
電
、
潮
流
発
電
な
ど
に
も

注
目
が
集
ま
る
。
な
か
で
も

洋
上
風
力
は
経
済
産
業
省
が

主
導
し
丸
紅
な
ど
が
参
画
す

る
福
島
県
沖
の
浮
体
式
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
本
格
稼
働
。
漁

業
と
の
共
存
を
実
現
す
れ
ば

産
業
化
の
道
が
開
け
る
。
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
設
置
す
る

出
力
７
０
０
０

の
風
車

は
世
界
最
大
級
で
あ
り
、
日

本
の
技
術
力
は
高
い
。
三
菱

重
工
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
風
力

発
電
機
大
手
ヴ
ェ
ス
タ
ス
と

合
弁
会
社
を
設
立
し
、
北
海

沿
岸
諸
国
で
の
需
要
も
積
極

的
に
取
り
込
ん
で
い
く
。

　
政
府
の
成
長
戦
略
は
農
林

水
産
業
を
成
長
産
業
と
位
置

付
け
た
。
農
林
漁
業
と
製
造

業
、
流
通
業
な
ど
の
技
術
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
融
合
し
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る

「
６
次
産
業
化
」
を
推
進
。

６
次
産
業
の
市
場
規
模
を
２

０
２
０
年
に
現
状
比

倍
の

兆
円
に
拡
大
す
る
方
針

だ
。
そ
の
中
核
の
取
り
組
み

と
し
て
農
工
連
携
の
加
速
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
機
械
振
興
協
会
技
術
研
究

所

東
京
都
東
久
留
米
市

は
、

年

月
に
農
工
連
携

の
推
進
組
織
「
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
ア
グ
リ
研
究
会
」
を
設

立
し
た
。
農
業
法
人
８
社
と

機
械
工
業
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

関
連
６
社
の
計

社
が
参

加
。
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ

Ｔ

を
活
用
し
た
需
要
予
測

や
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
、
農

作
業
の
自
動
化
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
開
発
を
進
め
る
。

　
同
研
究
所
の
足
立
芳
寛
所

長
は
「
機
械
工
業
の
新
た
な

発
展
の
場
は
農
業
。
世
界
人

口
１
０
０
億
人
時
代
が
目
前

に
迫
る
中
、
機
械
工
業
の
経

験
を
生
か
し
農
業
の
新
し
い

モ
デ
ル
を
つ
く
る
必
要
が
あ

る
」
と
研
究
会
設
立
の
背
景

を
説
明
す
る
。

　
研
究
会
で
は
生
産
か
ら
消

費
ま
で
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
顧
客
の
多
様
な
要
求
に

合
わ
せ
て
管
理
す
る
顧
客
志

向
型
農
業

オ
ー
ダ

ー
メ
ー
ド
農
業

の

確
立
を
目
指
す
。
高

度
な
需
要
予
測
に
基

づ
い
て
生
産
を
管
理

し
、
注
文
が
入
れ
ば

即
時
供
給
す
る
、
と

い
っ
た
こ
と
を
実
現

し
た
い
考
え
だ
。

　
同
研
究
所
の
敷
地

内
に
は
実
験
農
場
と

な
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
を
設
置
済
み
。
研

究
成
果
の
実
証
や
Ｐ

Ｒ
に
活
用
す
る
。

年
は
活
動
本
格
化
の

年
と
な
り
、
会
員
の

農
場
視
察
な
ど
を
通

じ
て
具
体
的
な
研
究

課
題
を
決
め
る
。

　
「
農
業
は
モ
ノ
づ

く
り
」

野
路
国
夫
コ
マ
ツ

会
長

と
位
置
づ
け
る
コ
マ

ツ
も
農
業
支
援
に
取
り
組

む
。

年
７
月
に
発
祥
の
地

で
あ
る
石
川
県
と
農
業
に
お

け
る
連
携
協
定
を
締
結
。
ま

た
同
時
期
に
小
松
市
、
Ｊ
Ａ

小
松
市
の
３
者
で
同
様
の
協

定
を
結
ん
だ
。
製
造
業
と
自

治
体
が
農
業
で
協
定
を
結
ぶ

の
は
全
国
初
と
い
う
。
コ
マ

ツ
の
技
術
開
発
力
を
活
用
し

作
業
の
効
率
化
を
進
め
る
ほ

か
、
６
次
産
業
化
に
向
け
た

地
元
農
産
物
の
加
工
、
販
売

に
も
踏
み
込
む
。

　
県
と
は
農
業
機
械

の
効
率
的
な
作
業
経

路
を
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
と
と
も
に
、
実
証

実
験
の
デ
ー
タ
や
評

価
な
ど
を
基
に

年

３
月
を
め
ど
に
改
善

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

す
る
。
市
、
Ｊ
Ａ
小

松
市
と
は
６
次
産
業

化
に
向
け
、
付
加
価

値
の
高
い
商
品
を
開

発
。
大
麦
な
ど
規
格

外
の
地
元
農
産
物
を

ピ
ュ
レ
状
に
し
て
パ

ン
に
練
り
込
む
こ
と

な
ど
を
検
討
す
る
。

あ
わ
せ
て
農
産
物
の

生
産
効
率
を
高
め
る

た
め
の
専
用
機
械
の

開
発
も
進
め
る
。

　
野
路
会
長
は
「
石
川
県
や

小
松
市
の
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
る
」
と
強
調
。
そ
の
上

で
「
知
恵
と
汗
を
出
し
、
地

元
の
人
と
農
家
が
抱
え
る
課

題
解
決
を
後
押
し
し
て
い
き

た
い
」
と
農
業
支
援
に
力
を

注
い
で
い
く
。

　
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
輸
出
が

安
倍
晋
三
首
相
を
筆
頭
に
し

た
政
府
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

に
よ
っ
て
大
き
く
前
進
し
て

い
る
。
２
０
１
２
年
末
に
発

足
し
た
安
倍
政
権
は
日
本
経

済
の
復
活
を
旗
印
に
金
融
政

策
、
財
政
政
策
に
次
い
で
現

在
は
成
長
戦
略
の
実
行
に
力

を
注
ぐ
。
そ
の
成
長
戦
略
の

柱
が
日
本
企
業
の
国
際
展
開

加
速
だ
。
新
興
国
か
ら
の
需

要
が
見
込
め
る
イ
ン
フ
ラ
分

野
は
有
望
で
、
発
電
所
や
鉄

道
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次
世
代
電
力
網

な
ど
大

型
案
件
は
有
形
無
形
の

政

府
保
証

が
受
注
の
カ
ギ
と

な
る
。
過
去
の
政
権
よ
り
一

歩
前
に
出
た
安
倍
政
権
の
経

済
外
交
が
産
業
界
を
勢
い
よ

く
引
っ
張
っ
て
い
る
。

　

年
の
首
相
・
大
臣
に
よ

る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
実
施
件

数
は
前
年
比
で
２
倍
以
上
に

増
え
た
。
地
域
も
東
南
ア
ジ

ア
、
中
東
、
ロ
シ
ア
、
北

米
、
ア
フ
リ
カ
と
幅
広
い
。

特
に
安
倍
首
相
の
積
極
的
な

売
り
込
み
姿
勢
は
、
随
行
す

る
関
係
者
も
驚
く
ほ
ど
だ
。

　
「
首
脳
会
談
で
安
倍
首
相

自
ら
が
日
本
製
品
や
技
術
を

説
明
す
る
。
従
来
は
事
務
方

に
さ
せ
る
の
が
普
通
だ
っ

た
。
相
手
の
印
象
は
全
然
違

う
は
ず
」

政
府
関
係
者

と
い
う
。
そ
の
姿
勢
が
結
実

し
た
最
た
る
例
が
、
三
菱
重

工
業
な
ど
に
よ
る
ト
ル
コ
の

原
子
力
発
電
所
受
注
だ
。

　

年
に
三
菱
重
工
や
仏
ア

レ
バ
な
ど
の
企
業
連
合
が
、

ト
ル
コ
の
黒
海
沿
岸
シ
ノ
ッ

プ
に
原
発
４
基
を
建
設
す
る

こ
と
で
ト
ル
コ
政
府
と
合

意
。
総
事
業
費
は
２
兆
円
規

模
と
み
ら
れ
る
。

年
１
年

間
で
安
倍
首
相
は
同
国
を
２

回
訪
問
。
こ
の
異
例
の
外
交

姿
勢
が
ト
ル
コ
政
府
の
決
定

を
後
押
し
し
た
に
違
い
な

い
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
の
産
業
界

は
韓
国
や
ロ
シ
ア
、
中
国
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
っ
て

イ
ン
フ
ラ
商
談
に
負
け
る
苦

い
経
験
を
繰
り
返
し
て
き

た
。
一
時
期
は
「
日
本
政
府

は
も
っ
と
前
面
に
出
て
き
て

ほ
し
い
」
と
の
声
が
多
く
聞

こ
え
た
。
た
だ
、
そ
れ
も
今

や
昔
の
こ
と
と
い
え
る
。

　
日
本
が
世
界
最
先
端
の
技

術
を
誇
る
高
効
率
の
火
力
発

電
シ
ス
テ
ム
も
電
力
需
給
が

ひ
っ
迫
す
る
新
興
国
か
ら
大

き
な
需
要
が
見
込
め
る
。

年

月
に
行
わ
れ
た
マ
レ
ー

シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ

ト
ナ
ム
な
ど
と
の
首
脳
会
談

の
際
に
も
、
安
倍
首
相
の
口

か
ら
高
効
率
火
力
発
電
の
売

り
込
み
が
さ
れ
た
。
日
立
製

作
所
や
東
芝
、
三
菱
重
工
業

な
ど
が
手
が
け
て
お
り
、
今

後
の

日
の
丸
イ
ン
フ
ラ
輸

出

の
中
心
に
な
り
そ
う

だ
。

　
新
幹
線
に
代
表
さ
れ
る
高

速
鉄
道
技
術
も
イ
ン
フ
ラ
輸

出
の
目
玉
だ
。
最
近
で
は
日

立
の
英
国
高
速
鉄
道
や
双
日

な
ど
に
よ
る
イ
ン
ド
の
貨
物

鉄
道
な
ど
受
注
案
件
は
増
加

傾
向
だ
。
今
後
も
サ
ッ
カ
ー

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
五
輪

開
催
に
沸
く
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど

高
速
鉄
道
の
需
要
が
見
込
め

る
国
は
多
い
。
安
倍
政
権
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
さ
ら
に

期
待
さ
れ
そ
う
だ
。

（ ） 【企画特集】 ２０１４年 平成２６年 １月３１日 金曜日 　　


